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Ⅰ熊本大学大学院生命科学研究部の現況及び特徴  

１現況 

（１） 学部等名：熊本大学大学院生命科学研究部  

（２） 学生数及び教員数（平成 26 年 5 月 1 日現在） 

専任教員数（現員数）：256 人 

２特徴 

 ゲノム構造の解析の進展に伴い、生命科学の研究の主流はポストゲノムの構造および

機能の解明に向かっている。このような状況の中、社会や学問内部から様々な要請が大

学になされている。熊本大学大学院生命科学研究部は、このポストゲノム時代に多様化

する生命科学研究に対応するため、また社会の要請に対応可能な課題対応型の組織にす

るため、医学系、薬学系及び保健学系の教員スタッフを統合し平成 22 年１月に設立さ

れた。生命科学研究部は、３部門 13 講座 75 研究分野で構成される研究特化型の医学薬

学保健学系教員組織である。この研究組織を作ることにより、基礎的研究の深化、医学・

薬学研究分野の統合、社会の要請に応じた新たな生命科学・医療科学分野の創設、医療・ 

創薬科学研究者・教育者の育成を目指す。また、教育上は系統だった教育が必要である

という認識のもとに、大学院教育として医学教育部と薬学教育部及び保健学教育部、学

部教育として医学部と薬学部が分離された。  

 

３組織の目的  

 生命科学研究部では、創設時に「熊本大学大学院生命科学研究部憲章」を制定し、組

織の基本目標および基本方針を明らかにした。  

 

          ○「熊本大学大学院生命科学研究部憲章」  

 熊本大学大学院生命科学研究部は、生命と医療に関する研究と教育を通じて人類の健

康と福祉に貢献することを使命とする。この使命を遂行するために、基本目標と基本方

針を制定し、これらを実施することによりその責務をはたす。  

 基本目標として；  

１. 研究と教育 (1)医学・薬学及び保健学における創造的な研究活動によって、生命

現象の真理を探求し、それらの成果を医療の実践、疾病の予知・予防に導入する、

未知の医学、医療、薬学領域に常に挑戦し、医療・医薬科学の進展に貢献する。(2)

自主性を重視する教育により、医療・医薬科学での研究成果を次世代に伝え、医科

学研究者、薬科学研究者、生命倫理研究者、並びに指導的医療人を育成する。   

２. 社会的貢献 (1)研究活動によって得られた知的財産を社会に還元し、人類の健康

と福祉の発展に寄与する。 (2)医療・医薬科学領域での国内外における指導的人材

の育成を図り、これらの人材を通じ社会の発展に寄与する。  

 基本方針として；  

１. 研究と教育 (1)生命科学並びに医療・医薬科学の基盤的、先進的研究を促進し、

現在及び将来の医療が抱える諸課題に応え得る体制の整備と充実を図る。 (2)医

学・薬学及び保健学の伝統の中で育まれてきた知的財産を正しく継承するとともに、

先進的な知への挑戦をなし得る教育体制を整備し、高度な大学院教育を推進する。 

２. 運営 (1)管理・運営は公正と正直を旨とし、構成員の自律性と自発性に基づく学

術研究を支援し、学問の自由を保障する。 (2)構成員が運営原則の策定並びに実現

にそれぞれの立場から参画することを求める。 (3)構成員の研究活動、教育実践に

関して主体的に自己点検・評価を行い、また外部からの批判的評価を積極的に求め、

開かれた大学院研究部を目指す。  
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１．研究の目的と特徴  

熊本大学大学院生命科学研究部は、生命と医療に関する研究と教育を通じて人類の健康

と福祉に貢献することを使命とする。この使命を遂行するために、基本目標と基本方針を

制定し、これらを実施することによりその責務を果たすことを目指している。  

 熊本大学大学院生命科学研究部は、３部門 13 講座 75 研究分野で構成される研究特化型

の医学薬学保健学系教員組織である。生命科学研究部の３部門は、総合医薬科学、先端生

命医療科学及び環境社会医学であり、それぞれの部門で研究目的が設定されている。  

 総合医薬科学部門では、医学と薬学とにおける基盤的な学問体系を融合させてその深化

を図り、先端研究への活用の道を切り開くことを目的とする。この部門は、生体機能病態

学講座（15 分野）、感覚・運動医学講座（６分野）、生体情報分析医学講座（６分野）、薬

物治療設計学講座（５分野）、および創薬科学講座（５分野）から構成されている。  

 先端生命医療科学部門では、先端生命科学とそれに直結した先進医療を推進するため、

それぞれの専門分野における先導的研究を遂行することを目的とする。この部門は、感染・

免疫学講座（４分野）、脳・神経科学講座（５分野）、医療技術科学講座（４分野）、成育再

建・移植医学講座（11 分野）、および分子機能薬学講座（５分野）から成る。  

 環境社会医学部門では、生命倫理の観点を含めて、医学と社会、並びに疾病と環境のか

かわりを科学的に究明することを目的とする。この部門は、環境生命科学講座（４分野）、

および環境分析科学講座（３分野）、看護学講座（５分野）から構成されている。  

 薬学部では、18 専任講座と 1 寄付講座、 8 協力講座で構成される教員研究組織ならびに

創薬研究センター、育薬フロンティアセンター及び薬用資源エコフロンティアセンターの

附属研究組織からなり、最新の研究活動を紹介するニュースレターを発刊し、基盤的研究

を推進している。（資料 1） 

 また、生命科学研究部を中心として課題対応型の拠点研究グループを形成し、研究を推

進してきた。熊本大学拠点形成研究 A として、「HIV 感染症に対する新たな治療・予防法の

開発を目指す国際研究教育拠点」、「細胞系譜制御から幹細胞・ iPS 細胞応用基盤への展開

研究と教育の推進」、熊本大学拠点形成研究 B として、「プロテオミクスを基盤とした病態

システムズバイオロジー教育研究拠点の構築」、「個別化医療をリードする育薬フロンティ

アセンター研究拠点形成」、「熊本大学発の画期的な新薬創成研究拠点の形成」および「ラ

イフスタイルとストレスシグナルの先端研究拠点」の計６件が支援を受け、活発な研究が

展開されている。  

 さらに平成 25 年度から、文部科学省の「研究大学強化促進事業」に採択され、生命科学

に組織する国際共同研究拠点と国際先端医学研究拠点施設との連携による国際水準の研究

環境整備化による国際共同研究の強化を図っている。  

 

資料 1 ニュースレター（薬学部）  
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出典：熊薬ものがたり創刊号  

 

 

［想定する関係者とその期待］  

１．癌、感染症、循環器・代謝疾患など様々な疾患患者とその親族・関係者、ならびに

国民。様々な疾患に関する新規診断法、治療法、創薬、予防法などの開発に結びつく

ような発見、発明ならびに臨床研究によるそれら発見・発明の実証が期待されている。 

２．様々な医学・生命科学研究領域の研究者。それぞれの研究領域の発展が期待されて

いる。  

３．日本薬学会等の薬学関連学会の関係者、製薬関連企業の関係者の想定。日本薬学会

等の薬学関連学会および製薬関連企業からは、新薬創生の分野での研究領域の発展が

期待されている。
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２．優れた点及び改善を要する点  

 【優れた点】  

 生命科学研究部の目的が憲章という形で明記され、部門、講座、分野の研究目的方針も

明確に定められており、論文発表数、科学研究費、共同研究費、受託研究費の受入れ状況

から活発な研究活動が行われている。  

 

 

【改善を要する点】  

 研究に関する内部評価体制は十分ではなく、外部評価は行われていない。  

 

 

３．観点ごとの分析及び判定  

  

分析項目Ⅰ研究活動の状況  

観点 研究活動の状況  

 （観点に係る状況）  

研究の実施状況として、生命科学研究部としてこの４年間の英文論文発表数は 3488 編で

ある。この数は、１年間で１分野（ 75 分野）あたり 11.6 編、教員１人（助教以上 256 人）

あたり 3.4 編の論文を発表したことになる。特許の出願数は 61 件で、ライセンス契約は

37 件である。共同研究は、医学系で 212 件、薬学系で 112 件、保健学系 15 件である。受

託研究は、医学系で 334 件、薬学系で 46 件、保健学系 11 件の実績がある。また、病理組

織検査としての受託研究受け入れは 61,822 件、治験薬試験としての受託研究受け入れは、

392 件であった。（資料 B-1-1-1・B-1-1-2・B-1-1-3・B-1-1-4） 

 研究資金の獲得状況に関しては、基盤研究 (Ｓ)が３件で 82,330,000 円、基盤研究(A)が

４件で 72,900,000 円、基盤研究(B)が 113 件で 649,700,000 円、基盤研究(C)が 546 件で

787,455,662 円、特定領域研究が 7 件で 114,500,000 円、挑戦的萌芽研究が 101 件で

155,000,000 円、若手研究(S)が２件で 55,200,000 円、若手研究(A)が９件で 54,900,000

円、若手研究特別 (B)が 255 件で 417,900,000 円、研究活動スタート支援が 37 件で

91,990,000 円、新学術領域研究が 57 件で 16,970,000 円、特別研究員奨励費が 60 件で

52,600,000 円であった。また、競争的外部資金として文部科学省から戦略的創造研究推進

事業として３件 55,670,000 円、その他 18 件 161,896,000 円であった。厚生労働省から 36

件 1,382,033,895 円、農林水産省から１件 26,000,000 円、経済産業省から３件 7,100,000

円、環境省から１件 116,735,000 円、その他省庁等から９件 128,272,000 円、内閣府の最

先端・次世代研究開発支援プログラム３件 504,557,000 円も獲得した。病理組織検査とし

ての受託研究費は 133,055,780 円、治験薬試験としての受託研究費は合計 823,988,798 円

である。共同研究費は医学系で総額 402,326,498 円、薬学系で総額 151,252,415 円、保健

学系で 16,574,430 円であった。また、受託研究費は医学系で総額 1,410,033,702 円、薬学

系で総額 145,025,174 円、保健学系で 20,401,300 円であった。  

寄附金受入状況、寄附講座受入状況は、４年間の寄附金総額 6,351,989,229 円で、寄附講

座は 2,168,200,000 円であった。（資料 B-1-1-2 ～ B-1-1-8）（中期計画番号Ｋ33） 
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出願数 取得数 件数 収入（円）

平成21年度 7 23 4 7 10,943,310

平成22年度 8 24 5 10 4,496,359

平成23年度 13 15 14 7 4,561,938

平成24年度 27 15 12 9 32,264,554

平成25年度 47 7 18 11 6,709,214

102 84 53 44 58,975,375

資料　B-1-1-1 知的財産権・特権

（出典：全学保有データを基に作成）

合計

部局 年度
特権 ライセンス契約産業財産権

の保有件数

・生命科学研究部

平成21年度 48

平成22年度 50

平成23年度 48

平成24年度 56

平成25年度 58

260

平成21年度 25

平成22年度 28

平成23年度 35

平成24年度 30

平成25年度 7

125

平成21年度 1

平成22年度 2

平成23年度 5

平成24年度 3

平成25年度 5

16

3

0

0

資料　B-1-1-2 共同研究の実施状況

部局 年度 受入件数 受入金額（円） 共同研究員受入人数

22,763,805 0

41,185,555 0

60,467,500 0

26,835,555

1,000,000

・生命科学研究部（保健学系）

79,105,700

・生命科学研究部（医学系）

105,989,721 1

112,586,411 1

合計 481,432,198 6

（出典：全学保有データを基に作成）

資料　B-1-1-2 共同研究の実施状況

部局 年度 受入件数 受入金額（円） 共同研究員受入人数

80,862,366 4

102,888,000 0

1

・生命科学研究部（薬学系）

19,236,800

合計 170,489,215 1

（出典：全学保有データを基に作成）

資料　B-1-1-2 共同研究の実施状況

部局 年度 受入件数 受入金額（円） 共同研究員受入人数

合計 17,574,430 0

（出典：全学保有データを基に作成）

1,000,000 0

5,924,430 0

3,000,000 0

6,650,000 0
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資料　B-1-1-3 受託研究の状況

受入件数 受入金額(円)

平成21年度 59 189,355,800

平成22年度 53 338,071,374

平成23年度 84 320,152,387

平成24年度 94 436,010,896

平成25年度 104 315,799,045

335 1,410,033,702

（出典：全学保有データを基に作成）

資料　B-1-1-3 受託研究の状況

受入件数 受入金額(円)

平成21年度 8 59,181,000

平成22年度 7 37,371,000

平成23年度 13 42,496,000

平成24年度 15 18,785,532

平成25年度 19 46,372,642

62 204,206,174

（出典：全学保有データを基に作成）

資料　B-1-1-3 受託研究の状況

受入件数 受入金額(円)

平成21年度 2 3,000,000

平成22年度 4 6,360,000

平成23年度 1 1,000,000

平成24年度 3 6,102,100

平成25年度 3 6,939,200

11 20,401,300

（出典：全学保有データを基に作成）

合計

部局 年度
受託研究受入状況

・生命科学研究部（薬学系）

・生命科学研究部（医学系）

部局 年度
受託研究受入状況

合計

合計

部局 年度
受託研究受入状況

・生命科学研究部（保健学系）

受入件数 受入金額(円) 受入件数 受入金額(円)

平成21年度 7,615 11,380,950 91 208,261,035

平成22年度 16,695 33,032,055 81 174,764,010

平成23年度 15,321 32,333,330 92 210,645,513

平成24年度 14,936 33,996,420 109 209,405,586

平成25年度 14,870 33,693,975 110 229,173,689

69,437 144,436,730 483 1,032,249,833合計

（出典：全学保有データを基に作成）

資料　B-1-1-4 病理組織検査・治験薬試験の状況

部局 年度
病理組織検査状況 治験薬試験状況

・生命科学研究部
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資料　B-1-1-7 最先端・次世代研究開発支援プログラム（平成22年度～平成25年度）

部局 受入件数 直接経費(円) 間接経費(円) 合計

・生命科学研究部 3 385,317,000 119,240,000 504,557,000

（出典：生命科学系事務データを基に作成）

資料　B-1-1-6 競争的外部資金別

42 387,808,000 71,457,076

うち、文部科学省 21 212,457,000 39,973,076

46 474,532,000 73,679,840

うち、文部科学省 19 165,137,000 30,543,922

10 381,522,599 68,622,889

うち、文部科学省 0 0 0

12 716,342,000 129,485,000

うち、文部科学省 1 4,329,000 0

13 673,700,895 152,276,000

うち、文部科学省 0 0 0

123 2,633,905,494 495,520,805

平成21年度
政府等の助成金

・生命科学研究部

合計

（出典：全学保有データを基に作成）

平成22年度
政府等の助成金

平成23年度
政府等の助成金

平成24年度
政府等の助成金

平成25年度
政府等の助成金

間接経費（円）部局 年度 競争的外部資金区分
採択
件数

受入金額（円）

部局 種別 申請件数 内定件数 内定金額(円) 間接経費(円)

基盤研究(Ｓ) 6 3 82,330,000 24,630,000

基盤研究(Ａ) 16 4 72,900,000 21,870,000

基盤研究(Ｂ) 201 113 649,700,000 149,910,000

基盤研究(Ｃ) 925 546 787,455,662 202,035,000

特定領域研究 12 7 114,500,000 0

挑戦的萌芽研究 243 101 155,000,000 34,200,000

若手研究(S) 2 2 55,200,000 11,040,000

若手研究(A) 14 9 54,900,000 16,470,000

若手研究(B) 482 255 417,900,000 103,800,000

研究活動スタート支援 73 37 91,990,000 12,507,000

新学術領域研究 145 57 16,970,000 187,520,000

特別研究員奨励費 53 60 52,600,000 0

2,172 1,194 2,551,445,662 763,982,000

・生命科学研究部

合計

（出典：全学保有データを基に作成）

資料　B-1-1-5  科学研究費補助金



                      熊本大学大学院生命科学研究部 分析項目Ⅰ・Ⅱ 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水準）  

 期待される水準にある  

（判断理由） 

 受託研究や共同研究の受入も増加しており、科学研究費補助金は、申請件数の増加に伴

い実績をあげている。本評価単位では研究資金獲得状況については良好な成績があげられ、

研究活動に反映されていると判断する。本学の研究拠点形成 A、B による活発な研究も展開

されており、改善・向上の取組、成果の状況は良好である。また、医学部附属病院と協同

で先進医療に関する臨床研究を推進することができた。さらに、医学・生命科学研究領域

の多岐にわたる研究分野において、新規治療法や創薬に繋がる発見・発明を成し得ること

ができ、その成果を特許や論文、またマスコミなどにより発表した。以上のことから、患

者やその関係者、国民、さらには医学・生命科学領域の研究者の期待に答えていると判断

される。  

 

観点 大学の共同利用・共同研究拠点に認定された付置研究所及び研究施設においては、

共同利用・共同研究の実施状況  

（観点に係る状況）  

該当せず  

（水準）  

（判断理由）  

該当せず  

 

 

分析項目Ⅱ研究成果の状況  

観点 研究の成果（大学の共同利用・共同研究拠点に認定された付置研究所及び研究施設

においては、共同利用・共同研究の成果の状況を含めること。）  

（観点に係る状況）  

優れた研究業績の判断を資料 B-1-2-1 に示した。「研究業績の判断基準」に従って、資料

B-1-2-2 に示すように過去 4 年間の研究成果を集約すると優れた業績は学術面で、 SS 33

編、S 46 編、社会、経済、文化面では、 SS 6 編、S 4 編であった。また、部門別では、総

合医薬科学部門では学術的意義が SS の論文 17 編、S の論文 22 編であり、社会、経済、文

化的意義が SS の論文は 3 編の合計 42 であった。先端生命医療科学部門では学術的意義が

SS の論文 14 編、S の論文 23 編であった。社会、経済、文化的意義が SS の論文は 3 編、S

の論文が 3 編発表され、合計 43 編であった。環境社会医学部門では学術的意義が SS の論

文は 2 編、S の論文 2 編であり、計 4 編であった。（資料 B—1-2-1・B-1-2-2） 

また、研究に関する内部評価体制は十分ではなく、外部評価も行われていないため、今

後検討していく必要がある。（中期計画番号Ｋ33） 

受入件数

平成21年度 1,064

平成22年度 1,259

平成23年度 1,177

平成24年度 1,272

平成25年度 1,361

5,069合計（H22～H25） 6,351,989,229

（出典：全学保有データを基に作成）

572,700,000

553,100,000

2,168,200,000

・生命科学研究部

1,385,782,200 255,300,000

1,634,731,455 533,100,000

1,655,656,990

資料　B-1-1-8  寄附金・寄附講座

寄附金（寄附講座を除く）

1,504,100,737 509,300,000

1,557,500,047

部局 年度
寄附講座

受入金額（円） 受入金額（円）
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資料 B-1-2-1  

＜＜「人の命（生命系）の科学」に関する研究業績の判断基準＞＞  

研究業績の判断根拠表  

分科名  

（細目番号）  

人間情報学（ 1201～ 1204）、情報学フロンティア（ 1301）、環境解析学（ 1402）、

人間医工学（ 2301～ 2304）、生体分子科学（ 2501～ 2502）、脳科学（ 2601～ 2602）、

臨床心理学（ 4103）、ナノ・マイクロ科学（ 4305）、神経科学（ 6201～ 6203）、

実験動物学（ 6301）、腫瘍学（ 6401～ 6403）、ゲノム科学（ 6501～ 6503）、生物

科学（ 6701～ 6703、 6705～ 6706）、基礎生物学（ 6804～ 6805）、動物生命科学

（ 7601～ 7603）、薬学（ 7801～ 7808）、基礎医学（ 7901～ 7913）、境界医学（ 8001

～ 8004）、社会医学（ 8101～ 8104）、内科系臨床医学（ 8201～ 8216）、外科系臨

床医学（ 8301～ 8314）、歯学（ 8401～ 8410）、看護学（ 8501～ 8505）  

区

分  

左記区分と判断した根拠  

学術面  社会、経済、文化面  

SS  

（タイプ A）  

研究業績を掲載した学術誌が、付表に示す「 SS

の基  

準」を満たしている。  

（タイプ B）  

 同学術誌が、付表に示す「 S の基準」を満たし、

かつ下記の条件の２つ以上を満たし、極めて

優れた研究であると認められる論文。  

・  国際学会・会議等において、当該業績に

関わる招待講演、基調講演を行った。  

 ・  当該業績が科学研究費補助金等の採択に

寄与した。  

 ・  論文の被引用回数が 20 回以上である。  

（タイプ C）  

 同学術誌が、付表に示す「 A の基準」を満たし、

かつ下記の条件の１つ以上を満たし、極めて

優れた研究であると認められる論文。  

 ・  論文の被引用回数が 50 回以上である。  

 ・  当該業績が、学士院賞、卓越した水準の

学会賞・学術賞・国際賞等の受賞に寄与し

た。  

（タイプ G）  

  人の命（生命系）に関係する分野におい

て、当該業績の利用・普及状況や地域、産

業界での応用・活用状況、政策への具体的

な反映状況が卓越していることから、国際

的な賞、大臣表彰等による顕彰がなされて

いる、又は、研究成果が国内の全国的なメ

ディア及び国外のメディアで報道されて

いる。  

（タイプ H）  

  教科書・啓発書等の出版については、権

威ある書評などに取り上げられているこ

と又は長期にわたり広く利用されている

という理由で、貢献が卓越しており、下記

の条件を１つ以上満たすもの。  

・国際的な賞、大臣表彰等による顕彰がなさ

れている  

・研究成果が国内の全国的なメディアあるい

は国外のメディアで報道されている。  

S  

（タイプ D）  

  研究業績を掲載した学術誌が、付表に示す

「 S の基準」を満たしている。  

（タイプ E）  

  同学術誌が、付表に示す「 A の基準」を満た

し、かつ下記の条件の２つを満たし、優れた

研究であると認められる論文。  

 ・  学会・会議等において、当該業績に関わ

る招待講演、基調講演を行った。  

 ・  当該業績が科学研究費補助金等の採択に

寄与した。  

 ・  論文の被引用回数が 20 回以上である。  

（タイプ F）  

  同学術誌が、付表に示す「 B の基準」を満た

し、かつ下記の条件の１つを満たし、優れた

研究であると認められる論文。  

 ・  論文の被引用回数が 50 回以上である。  

 ・  当該業績が、卓越した水準の学会賞・学

術賞・国際賞等の受賞に寄与した。  

（タイプ I）  

  人の命（生命系）に関係する分野におい

て、当該業績の利用・普及状況や地域、産

業界での応用・活用状況、政策への具体的

な反映状況が優秀であることから、関係者

から表彰されている、又は、研究成果が国

内の全国的なメディアで報道されている、

又は、実用化研究に必要な大型の競争的外

部資金の獲得に寄与している。  

（タイプ J）  

   教科書・啓発書等の出版については、

権威ある書評などに取り上げられている

又は長期にわたり広く利用されていると

いう理由で、貢献が優秀であり、下記の条

件を 1 つ以上満たすもの。  

・関係者から表彰されている。  

・研究成果が国内の全国的なメディアで報道

されている。  

・実用化研究に必要な大型の競争的外部資金

の獲得に寄与している。 
（付表） Impact Factor（ IF）による論文掲載誌の判断基準  

「 SS の基準」  「 S の基準」  「 A の基準」  「 B の基準」  

20 以上  10 以上  5 以上  2 以上  
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「 B の基準」  

の追加条件  

Impact Factor が無い場合にあっては、優秀な水準と認められる査読付き学術

誌を区分 B とする。  

「 A の基準」  

の追加条件 

各研究領域における Review 誌を除く学術雑誌で、その Impact Factor がトッ

プ 10 パーセンタイル程度にランクされる学術雑誌に、掲載された論文につい

ても区分「 A」とする。 Impact Factor が無い場合にあっては、特に優秀な水

準と認められる学術誌を区分 A とする。  

 

出典：研究業績の判断根拠表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水準）  

期待される水準にある  

 

（判断理由）  

 研究成果の優れた業績については、発表された論文の数、質の点からは、基準を上回る

数であった。研究レベルは維持されており、今後はさらに SS レベルの論文数増加を図りた

い。 

 以上の理由で「期待される水準にある」と判断される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SS S SS S

・生命科学研究部【医】（　　　161 名） 25 34 5 2 66

・生命科学研究部【薬】（　　　38 名） 8 11 1 2 22

・生命科学研究部【保】（　　　57 名） 0 1 0 0 1

　　　　　　　　合    計　（　　 256 名） 33 46 6 4 89

合計

（出典：生命科学系事務保有データを基に作成）

学術的意義 社会、経済、文化的意義

資料　B-1-2-2 研究業績状況 

部局等名称（専任教員数）
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４．質の向上度の分析及び判定  

（１）分析項目Ⅰ  研究活動の状況  

  （水準）  

  質を維持している  

  （判断理由）  

 発表された論文は、その数においては、第Ⅰ期中期目標期間終了時点（平成 21 年度）と

比較して、やや上回っていた。また、研究資金の獲得状況については、横ばい傾向にある

が、採択数は増加傾向を示した。  

 

（２）分析項目Ⅱ  研究成果の状況  

  （水準）  

  改善、向上している。  

  （判断理由）  

    研究業績の優れた業績について、生命科学研究部での過去 4 年間の優れた学術業 

績は、SS33 編、S46 編であり、社会、経済、文化面における優れた研究業績は、SS6 編、

S4 編であった。  

これは、前回の評価時と比較すると、SS 以上の論文数が 11 編から 39 編へと増加しており、

改善、向上していると判断された。  

    



熊本大学大学院生命科学研究部 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 社会貢献の領域に関する自己評価書  
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１． 社会貢献の目的と特徴  

  大学院生命科学研究部においては、「熊本大学の地域社会との連携に係る基本方針」に基

づき、地域社会からの要請を的確に把握し、研究成果の公開や人的交流を通して、医療・

医薬科学・福祉の発展に積極的に貢献するとともに研究者、指導的医療人を育成すること

を目的とし、地域に開かれた大学としての役割を果たす。  

 研究活動において、国内外の大学や研究機関、産業界や行政との連携による、共同研究、

競争的資金の獲得、寄附金等による研究成果によって得られた数多くの知的財産を社会に

幅広く還元し、地域社会に貢献している。  

 

創設時に「熊本大学大学院生命科学研究部憲章」を制定し、その中で社会的貢献の基本

目標を明らかにした。  

 〇社会的貢献  

(1) 研究活動によって得られた知的財産を社会に還元し、人類の健康と福祉の発展に寄

与する。  

(2) 医療・医薬科学領域での国内外における指導的人材の育成を図り、これらの人材を

通じ社会の発展に寄与する。  

 

 

 

 

［想定する関係者とその期待］  

 本評価単位では、本研究部に関係のある地方自治体、大学、研究機関、企業を想定して

いる。関係者からは、医学、医療、薬学領域に関する高度な専門的知識・技術の提供や創

薬・医療技術などの開発、ならびに共同開発・研究を求められている。  

 またこれらの貢献に応える人材の育成について、強く期待されている。  
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出願数 取得数 件数 収入（円）

平成22年度 8 24 5 10 4,496,359

平成23年度 13 15 14 7 4,561,938

平成24年度 27 15 12 9 32,264,554

平成25年度 47 7 18 11 6,709,214

95 61 49 37 48,032,065

（出典：全学保有データを基に作成）

合計

部局 年度
特権 ライセンス契約産業財産権

の保有件数

・生命科学研究部

２． 優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 社会との連携において、地方自治体、研究機関、大学、企業等と連携を推進することに

より、外部資金の獲得に務め、その研究成果を社会に幅広く還元しながら、研究者、指導

的人材の育成にも寄与している。  

 また、地方自治体等の委員会や審議会への参画を図り、地域社会との組織的な連携の強

化、地域社会の問題解決に向けた取り組みにも貢献している。   

 

【改善を要する点】  

 本研究部教員においては、講演会や講習会等様々な取り組みが行われているにもかかわ

らず、研究部や学部等のウェブサイトに記載がなく、学内外への周知、公表をする必要が

ある。  

 

３． 観点ごとの分析及び判定  

 

分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  

観点 社会貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方

針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。  

（観点に係る状況）  

 研究活動によって得られる知的財産を創出するため、国内外の研究機関や企業との連携

を積極的に図っている。研究を推進するにあたり、外部資金の獲得を組織的に取り組んで

いる。また、産業財産権の保有件数や特許取得数は年々増加しており、知的財産創出を推

進している。これらの研究を進めるにあたって、学術研究や産学連携を推進するとともに、

医療・医薬科学領域での国内外における指導的人材の育成を図っている。これらの目標は、

生命科学研究部ウェブページに掲載され、周知されている。（資料 C-1-1-1～C-1-1-2）（中

期計画番号Ｋ47）  

 

資料 C-1-1-1 知的財産権・特権 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 C-1-1-2 基本目標（社会的貢献）  

 

 

 

 

 

 

 （出典 生命科学研究部ウェブサイト）  



熊本大学大学院生命科学研究部 

17 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）  

 社会貢献活動を推進するための組織作りに向けて、組織全体で取り組んでおり、国内外

の研究機関との共同研究や科研費、受託研究費などの獲得数や獲得額が増えてきているこ

とから、期待される水準にあると判断する。  

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 大学院生命科学研究部においては、社会との連携事業を行っており、平成 25 年度におい

ては、15 件の事業を行い、地域社会の問題解決、産学連携等への貢献を促進している。な

お、公的機関の委員会・審議会の委員については、平成 22 年度 136 名から、平成 25 年度

145 名が参画している。このように大学院生命科学研究部教員の多くが、委員会・審議会

の委員として、地域の各種事業に参画し、地域社会との組織的な連携の強化を図っている。  

 また、司法解剖および病的材料検査においても、数多くの実績を上げており、大いに社

会へ貢献している。（資料 C-1-1-3 ～ C-1-1-6）（中期計画番号Ｋ47） 

 

資料 C-1-1-3 社会との連携事業数調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 全学保有データを基に作成） 
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

公的機関の審議員・委員会
の委員

172 136 194 118 145

医療機関の審議員・委員会
の委員

7 9 12 9 7

※延べ人数

資料 C-1-1-4 審議員・委員会委員  

 

 

 

 

 

 

 

（出典  生命科学系事務保有データを基に作成） 

 

 

資料 C-1-1-5 司法解剖件数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 全学保有データを基に作成）  

 

 

資料 C-1-1-6 病的材料検査料               （金額の単位：円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 全学保有データを基に作成）  

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）  

 大学院生命科学研究部において発明された知的財産をもとに、国内外の企業等と組織的

な連携を図ることにより、地域社会の課題解決や産学連携等への貢献に向けた取り組みが

できている。また、司法解剖や病的材料検査の実績も増加しており、期待される水準にあ

ると判断する。  

 

 

年度 司法解剖 行政（承諾）解剖 調査解剖 解剖数合計 司法解剖経費（円）

平成21年度 127 27 154 19,154,888

平成22年度 149 41 190 16,454,183

平成23年度 167 29 196 21,089,560

平成24年度 144 22 166 18,399,200

平成25年度 78 5 23 106 28,771,500

合計 665 124 23 812 103,869,331

年度 国 独立行政法人 公益法人 国内企業 合計

平成21年度 件数 46 46 46 46 184

金額 340,515 2,026,500 3,370,395 12,634,755 18,372,165

平成22年度 件数 76 1,015 1,755 5,819 8,665

金額 501,480 3,186,750 3,819,375 12,827,535 20,335,140

平成23年度 件数 84 1,127 1,920 5,253 8,384

金額 217,745 3,719,940 4,359,390 12,751,410 21,048,485

平成24年度 件数 45 1,291 2,356 4,801 8,493

金額 141,120 4,548,705 5,703,390 12,536,580 22,929,795

平成25年度 件数 41 1,235 2,561 4,997 8,834

金額 112,980 4,981,935 6,054,615 12,697,020 23,846,550

合計 件数 292 4,668 8,592 20,870 34,422

金額 1,313,840 18,463,830 23,307,165 63,447,300 106,532,135
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講座数
延べ開
催回数

講座数
延べ開
催回数

講座数
延べ開
催回数

講座数
延べ開
催回数

講座数
延べ開
催回数

1 6 1 1 0 0 0 0 7 7

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

観点  活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して活動の成果が上がって

いるか。  

（観点に係る状況）  

 地域社会への取り組みについて、公的機関の審議員・委員会への参画状況、企業等との

共同研究の増加、また公開講座数については、平成 22 年度の 1 回開催から、平成 25 年度

に 7 回開催と増加しており、地域社会との連携強化を図っている。（前掲資料 C-1-1-4）（資

料 C-1-1-7）（中期計画番号Ｋ47・50） 

  

資料 C-1-1-7 公開講座開講数  

 

 

 

 

 

 

（出典 全学保有データを基に作成）  

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）  

 大学院生命科学研究部においては、国内外の研究機関や企業等とさらなる連携強化を図

り、研究を推進しており、大学院生命科学研究部教員が地方自治体等への審議会や委員会

に多く参画していることから期待される水準にあると判断する。  

  

 

 

観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  

  共同研究や受託研究等を積極的に推進しており、件数の増加に伴う研究活動の強化を  

図っている。その研究活動による知的財産を活用できるよう地方自治体や企業等と新た

な看護ケアモデルや医療技術等の開発に取り組み、連携の強化を図っている。（中期計画

番号Ｋ47）  

 

（水準） 期待される水準にある。  

（判断理由）大学院生命科学研究部教員においては、地方自治体等への審議会や委員会に

多く参画していることから、さらに内外への研究機関や企業等とさらなる連携強化を図り、

研究を推進している。これらにより期待される水準にあると判断する。  

 

 

分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  

観点 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具

体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されている

か。  

（観点に係る状況）  

 「熊本大学の地域社会との連携に係る基本方針」に基づき、１．地域社会との組織的な

連携の強化２．地域社会の課題解決への貢献３．大学の生涯学習機能の強化４．産学連携・

産業振興への貢献を目的としている。  

公開講座については、大学としてウェブサイトにおいて広報し、募集している。（中期計

画番号Ｋ47） 
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（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）社会との連携事業について、地域社会との組織的な連携強化等、連携事業の

件数が着実に増えており、期待される水準にあると判断する。  

 

 

 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 本研究部においては、社会との連携事業について、熊本県医師会や熊本市医師会との連

携による地域医師への講演による地域医療の向上、髙大連携による女子中高生の理系の女

性ロールモデルとの出会いの場を通した理系進路の推進、（独）日本学術振興会による小中

高校生を対象とした科学研究費の研究成果の社会還元・普及事業等行っている。（前掲資料

C-1-1-3）（中期計画番号Ｋ50） 

   

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）継続的に取り組む事業として、平成 25 年度から飛躍的に事業数が増加して  

おり、地域との連携強化が図られ、期待される水準にあると判断する。  

 

 

 

 

観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がって

いるか。  

（観点に係る状況）  

 地域医療の向上については、新たな知見についての講演による毎回活発な質疑応答があ

っている。また、保健学系による「女子中高生の理系進路選択支援プロジェクト」では、

参加者の 98％が高評価であった。薬学系では、日本学術振興会「きらめき・ときめきサイ

エンス」について協力し、地元の高等学校の生徒を対象に、体験入学を行い、学内で実験

を行わせている。こうした活動は、生徒の知的興味を存分に引き出している。これらの活

動により、地域に大きく貢献している。（中期計画番号Ｋ47）  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）貢献度が高い活動が実施されており、期待される水準にあると判断する。  

 

 

 

観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  

   大学院生命科学研究部の地域貢献への取組の周知・広報を図るため、大学院生命科学  

研究ウェブサイトへの掲載が必要となっている。（中期計画番号Ｋ47）  

 

  

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）大学院生命科学研究部の地域貢献については、良好であり、ウェブサイト掲  

載等を検討している。これらのことから、期待される水準にあると判断する。  
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４． 質の向上度の分析及び判定  

（１） 分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

（判定結果）改善、向上している  

（判断理由） 大学院生命科学研究部においては、国内外の研究者や産学官連携によ  

る共同研究の増加から、地域社会との組織的な連携強化を図った。地方自治体等  

の審議会や委員会への参画も大きく貢献している。  

大学院生命科学研究部における社会貢献活動は、改善、向上していると判断す  

る。  

 

 

 

 

（２） 分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

（判定結果）改善、向上している  

（判断理由）  大学院生命科学研究部では、「熊本大学の地域社会との連携に関わる  

基本方針」に基づき、地方自治体等の審議会・委員会への参画、地域との共同研  

究による企業への研究成果還元等の地域貢献を行ってきた。  

    社会連携事業の増加による地域貢献を含めて、改善、向上していると判断する。  
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Ⅳ 国際化の領域に関する自己評価書  
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１． 国際化の目的と特徴  

熊本大学においては、国際化における 4 つの戦略が策定されている。 

・戦略的連携  

・人材の流動化  

・情報発信 

・英語化の推進  

これらに基づき、大学院生命科学研究部では、多くの海外の大学と共同研究を実

施しており、外国人研究者や外国人留学生を積極的に受け入れるとともに本学研究

者を海外に派遣し、国際的な先端研究を展開している。  

さらに平成 25 年度から、文部科学省の「研究大学強化促進事業」に採択され、  

生命科学に組織する国際共同研究拠点と国際先端医学研究拠点施設との連携によ 

る国際水準の研究環境整備化による国際共同研究の強化を図っている。  

国際シンポジウムを毎年開催しており、海外の多くの大学や研究機関等との学術 

交流協定も締結し、教育・研究における国際交流を推進してきた。  

これら海外との共同研究や国際学術集会等を通して、生命科学並びに医学・医薬

科学の発展に資することを目的としている。  

 

 

 

 

［想定する関係者とその期待］  

  想定する関係者としては、まず国際共同研究機関ならびに国際共同研究者が想定され  

る。これら機関や研究者からは、研究の発展や展開、医学・生命科学の推進が期待され  

ている。また、国際交流協定を締結している大学・機関ならびに同関係者からは、学生  

や教員等の相互の交流の活性化、教育的効果、共同研究の推進などが期待されている。  

  さらに、国民や社会からは、これら国際共同研究を通じて、新規医療技術や治療法の  

開発が期待されている。  
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２． 優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

大学院生命科学研究部では、海外の多くの大学と共同研究を実施し、外国人研究者や外

国人留学生の受け入れ、本学研究者の海外への派遣を数多く実施しており、国際的な先端

研究を展開している。また海外の多くの大学や研究機関等との学術交流協定を締結してお

り、国際交流が活性化している。  

生命科学に組織する国際共同研究拠点と国際先端医学研究拠点施設との連携による国際  

共同研究の強化を図っている。  

  

【改善を要する点】  

 国際的な教育研究環境が整備されているが、今後、活性化させるためにより多くの人材

の流動性が不可欠である。海外への情報発信についても英語でのウェブサイトをはじめ、

大学院生命科学研究部運営会議において内容の充実を検討する必要がある。  

 

 

３． 観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  

観点 国際化の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が定

められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  

（観点に係る状況）  

  大学院生命科学研究部では、海外との共同研究や国際学術集会等を通して、生命科学並

びに医学・医薬科学の発展に資することを目的としており、大学の国際化をうけて部局間

交流や研究者の受入を活性化した取組をおこなっている。  

 部局間学術交流協定は、数多く締結しており、熊本大学ウェブサイトや大学院生命科学

研究部概要等において幅広く周知している。ウェブサイトにおいては、英語版の充実を図

った。（中期計画番号Ｋ51）  

  

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）部局間学術交流関係や研究者の受入等についての国際交流関係を熊本大学ウ

ェブサイトや大学院生命科学研究部概要にて周知しており、期待される水準にあると判

断する。  

 

 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 大学院生命科学研究部では、様々な国際共同研究を展開しており、外国人研究者や外国

人客員研究員の受入、国際共同研究の実施状況により、国際的な先端研究を実施している。 

また、国際学術集会について、毎年、医学生物科学国際シンポジウムを 29 回開催、日中

医学シンポジウムについては、9 回開催している。国際交流協定も数多く締結しており、

教育研究において国際化の推進を図っている。（資料 D-1-1-1 ～ D-1-1-4）（中期計画番号

Ｋ54） 

資料 D-1-1-1 外国人研究者の受入調査票  

 

 

 

（出典  全学保有データを基に作成） 

（単位：人） 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 合計

生命科学研究部 38 76 108 74 86 382
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資料 D-1-1-2 

 

 

 

 

（出典 生命科学研究部概要から抜粋） 

資料 D-1-1-3 

 

 

 

 

（出典 生命科学研究部概要から抜粋） 

 

資料 D-1-1-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学研究部概要から抜粋）  

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）国際交流が活性化している。国際化に向けた活動は、外国からの研究者数や

研究員数が高い水準で推移しており、国際共同研究や国際交流協定においても、着実な実

施がされており、期待される水準にあると判断する。  

 

 

 

 

国際共同研究調査票

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

生命科学研究部 4 14 70 53 56

（単位：人） 

（単位：件） 

（単位：人） 
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観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して活動の成果があがっているか。  

（観点に係る状況）  

 外国人研究者や研究員の受入状況については、ここ 4 年間高く推移しており満足度が高

いものと判断される。（前掲 D-1-1-1～D-1-1-2）また、平成 22 年度から平成 25 年度まで

の単位取得の状況については、修士号取得者 7 名、博士号取得者 24 名である。同時期の外

国人留学生（大学院修士課程）の進路は、博士課進学者 5 名、就職 1 名であり、博士課程

の留学生の進路は、研究教育者 14 名、病院 1 名、技師 1 名、その他 2 名、不明・未定 5

名であることから、ある程度満足度が高いと判断される。（資料 D-1-1-5 ～ D-1-1-8）（中

期計画番号Ｋ52） 

 

資料 D-1-1-5                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 D-1-1-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 D-1-1-7 留学生の進路状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○留学生修了（学位取得）状況（H21年度からH25年度）
修士課程
年度／区分 国費 私費 計 備考

21年度 0 2 2
22年度 0 2 2
23年度 0 0 0
24年度 0 2 2
25年度 0 3 3

計 0 9 9

○留学生学位取得状況（H21年度からH25年度）
博士課程
年度／区分 国費 私費 計 備考

21年度 4 8 12
22年度 2 0 2
23年度 1 2 3
24年度 8 3 11
25年度 7 1 8

計 22 14 36
遡及修了含む

（出典 生命科学系事務データを基に作成）  

（出典 生命科学系事務データを基に作成）  

留学生の進路状況（修士課程）

進学（①）
（内訳）
本学博士
課程

（内訳）
他大学博
士課程

就職（②）
（内訳）
研究者

（内訳）
民間企業

（内訳）
大学教員

その他
（③）

不明・未定
（④）

合計
（①+②+③+④）

H21 2 2 0 0 0 0 0 0 0 2
H22 2 2 0 0 0 0 0 0 0 2
H23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H24 1 0 1 0 0 0 0 0 1 2
H25 2 2 0 1 1 0 0 0 0 3

（出典 生命科学系事務データを基に作成）  

留学生の進路状況（博士課程）

進学（①） 就職（②）
（内訳）
研究者

（内訳）
民間企業

（内訳）
ポスドク

（内訳）
大学教
員

（内訳）
病院

（内訳）
技術職
員

（内訳）
その他

その他（③）
（研究員※）

不明・未定
（④）

合計
（①+②+
③+④）

H21 0 9 3 1 1 3 1 0 0 2 1 12
H22 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
H23 0 3 2 0 0 0 0 1 0 0 0 3
H24 0 6 3 0 0 0 0 0 3 2 3 11
H25 0 9 4 0 0 3 1 0 1 0 2 11

※医学教育部研究員（無給） H25は単位修得退学者3名も含む
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（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）国際化に向けた活動により、留学生の修了、進路状況、外国からの受入状況

および国際共同研究数から判断して、良好な状況にあると思われ、期待される水準にある

と判断する。  

 

 

観点 改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  

 国際化に向けた取組をより一層推進するため、積極的な協定を結んでいる部局間学術交

流協定については、教員の国際化意識の向上を促し、実際に件数も増加傾向にある。また

ウェブサイトの英語化を推進した。（中期計画番号 51）  

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）部局間学術交流協定の増加や教員の国際化への意識向上、ウェブサイトの英

語化の推進により、期待される水準にあると判断する。  

 

 

 

４． 質の向上度の分析及び判定  

 

分析項目Ⅰ 目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  

 

（判定結果）「改善、向上している」  

（判断理由）部局間学術交流協定は、確実に締結数を伸ばしている。国際共同研究は、継

続的に実施し、飛躍的に伸びており、研究成果もかなり上がっている。このことから、教

員の国際化に向けた意識も向上しており、国際化に向けた活動は、「改善、向上している」

と判断する。  
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Ⅴ 男女共同参画の領域に関する自己評価書  
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１．男女共同参画の領域の目的と特徴  

熊本大学の掲げる「男女が互いにその人権を尊重し責任も分かち合い、性別にかかわり

なくその個性と能力を充分に発揮することが出来る男女参画社会」を実現するために、研

究活動と出産、育児および介護等といったライフイベントを両立することが出来る研究者

の育成・支援が、特に女性研究者において課題となっている。この社会状況において、平

成 22 年に「生命科学研究部男女共同参画推進委員会」を設置し、医学系、薬学系及び保

健学系における男女共同参画の推進を図り、具体的取り組みを行っている。  

 本研究部においては、女性研究者 50 名が働いており、男女共同参画社会の形成促進を

積極的に行い、国立大学法人熊本大学男女共同参画推進基本計画における (1)教育・研究及

びそれを取り巻く就労・就学環境の整備、(2)男女が共に参画して社会を形成していくため

の原動力となり、社会でも活躍できる人材の育成、(3)男女共同参画社会の形成のための教

育・研究の充実を目標としている。この目標を基に、本研究部における男女共同参画の推

進を図っており、男女共同参画の意識定着、男女機会均等を目的とし、重要課題として取

り組んでいる。  

  

 

 

 

 

 

 

 

［想定する関係者とその期待］  

  本研究部における教職員及び配偶者、その家族にとっては、大学及び本研究部の具体的

な取組から、男女共同参画社会の実現のための形成促進、施策の推進を図ることにより、

職場と家庭の両立した安心な職場として期待されている。  
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 熊本大学大学院生命科学研究部における男女共同参画の推進に関する委員会規則を制定

しており、本規則は、各系（医学系、薬学系、保健学系）ごとに分け、各系の現状を踏ま

えた上で、その推進を図ることができる。明確に定められており、優れている点として評

価できる。  

 

【改善を要する点】  

 男女共同参画の推進のため、ある程度目標達成のための実施をしているが、委員会によ

る計画の目標達成へ向けた、さらに具体的な施策が必要であり、計画的な推進が必要であ

る。男性教職員への意識定着も今後の課題となる。  

 

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

観点 男女共同参画の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方

針が定められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  

（観点に係る状況）  

生命科学研究部においては、国立大学法人熊本大学  男女共同参画推進基本計画を基に、

(1)女性研究者の積極的な採用。 (2)育児・介護休暇の支援。 (3)セミナーの開催。 (4)女性の

参画の拡大等推進計画を定めている。また、生命科学研究部における男女共同参画の推進

に関する委員会において、具体的な方針を定めている。  

医学薬学保健学系における進捗状況を熊本大学ウェブサイト男女共同参画において、広

く公表している。（資料 E-1-1-1 ～ E-1-1-3）（中期計画番号Ｋ73）  

                    

資料 E-1-1-1 男女共同参画推進基本計画     資料 E-1-1-2 男女共同参画への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               

（出典 熊本大学ウェブサイト）       （出典  熊本大学ウェブサイト） 
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E-1-1-3 男女共同参画推進進捗状況一覧  
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（出典：生命科学系事務保有データを基に作成）  

 

（水準）期待される水準にある  

（判断理由）  

 男女共同参画を推進する充実した計画が立てられており、また熊本大学ウェブサイト上

から進捗状況もわかっている。男女共同参画の取組も含めて学部説明会、高校訪問等で周

知している。このことから、広く公表されており、関係者から期待される水準にあると判

断する。  

 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 本研究部では、セミナー開催に伴う意識改革の推進を行い、熊本大学主催のシンポジウ

ムにも積極的な参加を呼びかけている。男性職員も意識改革を深めており、また、女性研

究者の採用も概ね目標を達成している。就労・就学と家庭生活との支援については掲示で

の広報、育児・介護休暇支援に関しては、実態を調査・検討し、今後の支援策について検

討した。（前掲 資料 E-1-1-3）（Ｋ７３）  

 平成 25 年 5 月に生命科学研究部に在籍する女性教員は教授 12 名、准教授 7 名、講師 3

名、助教 28 名で合計 50 名である。平成 22～25 年度には新規に 10 名の女性教員が採用さ

れており、全採用のうち女性教員は 13％を占めている。  

 平成 22～25 年度に、法定に基づく産前・産後休暇は延べ８名が取得しているが、さら

に育児・介護休暇は育児休暇で延べ４名、介護休暇は延べ４名（内男性３名）が取得して

おり、出産、育児あるいは介護における支援を行った。  

 平成 24 年度より基礎医学研究者育成のための柴三郎プログラムが開始されているが、
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その中に「女性柴三郎コース」を用意しており、将来出産・育児を経ても途切れることの

ない研究指導および勉学の継続が出来るシステム構築を目指している。  

 平成 25 年度には熊本県内で働く女性研究者を紹介するロールモデル集が作成されたが、

その中に生命科学研究部医学系より４名、薬学系より３名が参画し、女性研究者の将来の

キャリアパスを想起するモデルとなった。  

 大学全体で設置された育児に係る研究支援事業に採択された生命科学研究部に所属する

研究者は平成 22~25 年度に延べ５名であり、産休育休終了後に復帰した女性研究者の活動

に大きく寄与した。（資料 E-1-1-4）（中期計画番号Ｋ73）  

 

資料 E-1-1-4 生命科学研究部在籍者数（女性教員）          H25.5.1 現在  

 

（出典：生命科学系事務保有データを基に作成）  

 

（水準）期待される水準にある  

（判断理由）  

 計画に基づいた活動が行われ、女性研究者の積極的な採用が図られているが、引き続き

他の目標達成に向けて積極的な活動を行う必要がある。しかし、概ね目標を達成しており、

関係者から期待される水準にあると判断する。  

 

４．質の向上度の分析及び判定  

 

（１） 分析項目 目的に照らして、男女共同参画が適切に行われ、成果を上げていること。 

 （水準）質を維持している。  

（判断理由）「国立大学法人熊本大学男女共同参画推進基本計画（平成 19 年）」が制定  

された当初は、まだ積極的な取り組みが実施されておらず、平成 22 年に「生命科学研  

究部男女共同参画推進委員会」を設置した後、医学系、薬学系及び保健学系における具  

体的な計画、取り組み、広報活動による成果を確実に充実させている。これらのことか  

ら、質を維持していると判断する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部局 教授 准教授 講師 助教 合計

医学系 1 2 0 13 16

薬学系 3 0 0 1 4

保健学系 8 5 3 14 30

合計 12 7 3 28 50
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Ⅵ 管理運営に関する自己評価書  
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１．管理運営の目的と特徴  

 生命科学研究部は、医学系、薬学系及び保健学系の教員スタッフを統合して設立された

３部門 13 講座 75 研究分野で構成される研究特化型の医学薬学保健学系教員組織である。  

従って医学系・薬学系及び保健学系のほとんどの管理運営は生命科学研究部で行われる。

大学院教育組織として医学教育部（医科学修士課程及び博士課程）、薬学教育部（２専攻）

及び保健学教育部（博士課程）、学部教育組織として医学部（医学科及び保健学科）と薬学

部が設置されている。そのため、大学院及び学部の教学に関する事項は医学教育部、医学

部医学科、薬学教育部、薬学部、保健学教育部、医学部保健学科で行われる。  

また生命科学研究部事務ユニットにおいては、医学系、薬学系、保健学系それぞれの事

務チームにおいて、管理運営、教育研究、学部等の目的達成に向けた支援を行っている。  

生命科学研究部医学系の教員及び附属病院が所属する本荘地区においては、まだ施設整

備が再開発途上にある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［想定する関係者とその期待］  

 教員から、教育及び研究に安定して専念できる環境整備、学術研究の支援、安定した経

費の提供を期待されている。また大学院生から、教育及び研究を受ける環境整備の促進を

期待されている。  

 また、卒業生、学生の就職先、共同研究関係者、地域社会を想定している。  
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 生命科学研究部では、その目的達成のための意志決定システムは、運営会議と教授会で

あるので明確である。さらに、研究部を医学系、薬学系及び保健学系とに管理運営上分離

し、研究・教育を中心とした運営体に一本化することで、それぞれを支援する事務組織を

体系化し、管理運営上分離した事務組織によって、それぞれの意思決定機関の統一を図っ

た。また、各種規則は明確に制定されており優れている点として評価できる。  

 教育研究環境として、無線 LAN 基地局の設置に伴う利用環境の整備、講義室等の時間

外開放、図書館の開放時間の拡大に伴う自主学習環境を整備しており優れた点として評価

できる。  

 

【改善を要する点】  

外部評価を含め、組織評価の体制を確立しなければいけない。  

 

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること  

観点 管理運営のための組織及び事務組織が、適切な規模と機能を持っているか。また、

危機管理等に係る体制が整備されているか。  

（観点に係る状況）  

生命科学研究部の管理運営に関する事項を審議する組織として生命科学研究部運営会議

がある。熊本大学大学院生命科学研究部教授会規則に則り、研究部長、研究部長補佐２名、

医学部附属病院長、副研究部長２名、医学教育部副教育部長、保健学教育部副教育部長、

薬学教育部副教育部長、副病院長、医学部副学部長、薬学部副学部長、医学系教授２名、

保健学系教授２名、薬学系教授２名から構成される。運営会議は生命科学研究部教授会審

議事項等についての意見調整及び生命科学研究部の管理運営に関する事項を審議する。  

研究部の最高意志決定機関は生命科学研究部教授会である。熊本大学大学院生命科学研

究部教授会規則に基づき、人事の審議、承認が行われ、管理運営に関する事項が報告され

る。医学教育部教授会、保健学教育部教授会及び薬学教育部教授会では、それぞれの大学

院（修士及び博士）の教学に関する事項を審議する。医学部教授会では、医学科及び保健

学科に関する学科固有の事項を審議し、薬学部教授会では、学部学生の教学に関する事項

を審議する。  

 生命科学系事務ユニットとして、ユニット長のもとに、研究部の医学系、薬学系及び保

健学科系の事務組織が形成されている。生命科学研究部の事務は主に医学系の事務部で行

われるが、薬学系事務はチームリーダーのもとで大江地区に設置されている薬学系総務（３

名）と薬学系教務（３名）で処理される。また、保健学系事務はチームリーダーのもとで

九品寺地区に設置されている保健学系総務（４名）と保健学系教務（５名）で処理される。

医学系事務部はユニット長のもとで本荘北地区に、医学系総務・人事（計７名）、経理（計

６名）、研究支援（計６名）、安全衛生（計１名）、医学系教務（計１２名）、事務支援セン

ター（計３名）が配置されている。それぞれの事務組織（医学系、薬学系及び保健学系）

がそれぞれの組織の教授会（研究部、医学・薬学及び保健学教育部、医学部、薬学部等）

及び生命科学研究部運営会議の事務支援を行っている。これらの事務組織の編制と職制は、

国立大学法人熊本大学事務組織規則に則っている。（資料 Z-1-1-1～Z-1-1-4）  

 危機管理体制については、本学が定める「熊本大学危機管理規則」等に従い本研究部に  

おいても、緊急時の連絡網を整備している。また、火災時における消防組織の編成による

緊急時の対応を整備している。（資料 Z-1-1-5～Z-1-1-6）  

 そのほか、安全確保等における「危機管理規則」、研究不正防止における「競争的資金等

の管理等に関する規則」、ヘルシンキ宣言等の趣旨に沿った倫理的配慮を図るため「生命倫

理に関する規則」それぞれの法令遵守徹底を図り運用している。（中期計画番号Ｋ74） 



熊本大学大学院生命科学研究部 分析項目Ⅳ 

37 

 

 また、衛星管理者・産業医が毎月行う職場巡視の結果を事業場に設置された安全衛生委

員会で審議し、必要に応じ当該部署に改善指導を行うなどして、安全管理の改善を図って

いる。 

 

 

 資料 Z-1-1-1 組織の概略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：熊本大学大学院生命科学研究部概要）   

 



熊本大学大学院生命科学研究部 分析項目Ⅳ 

38 

 

 

 

資料 Z-1-1-2  熊本大学大学院生命科学研究部教授会規則（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 熊本大学規則集から抜粋）  

 

資料 Z-1-1-3  熊本大学大学院生命科学研究部教授会規則（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 熊本大学規則集から抜粋）  

 

資料 Z-1-1-4  生命科学系事務ユニット組織図（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学研究部概要から抜粋）  
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資料 Z-1-1-5  緊急連絡網（医学系）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

 

 

緊急連絡網（薬学系）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

 

 

 

熊本大学大学院生命科学研究部（薬学部）緊急連絡網

警察：１１０ 薬学部長

消防：１１９ 携帯　

副薬学部長
自宅 （内線：４５５２）

副薬学教育部長

携帯　  (内線:4405)

○発見者

学生→現場責任者

（各研究室教授)

機械警備請負会社

株式会社キューネット

℡

<病院庁舎>
生命資源研究・支援センター（大江地区)

　携帯℡ （内線5926）

（内線:4675）

一括契約請負業者

附属病院防災ｾﾝﾀｰ 創薬研究センター

℡ (機器分析施設)

【必要な場合】

 施設・保全ユニット 分館長：自宅℡

(分子薬化学)（内線:4680） 

℡

【休日対応業者】

【委員会関係】

＊ 教 育 委 員 長 ： 教授 教授

＊ 学 生 委 員 長 ： 教授 ＊薬用資源エコフロンティアセンター長： 准教授

内線：

＊ 動 物 実 験 施 設 委 員 長 ：

薬学系チームリーダー

委託業者：大成有楽不動産（株）

外線：

携帯　　　　　　　　　　　（内線：４１１５）

（内線：　　／携帯　　　　）

（附属病院設備管理棟）

薬 用 資 源 エ コ フ ロ ン テ ィ ア セ ン タ ー
技 術 職 員 ： 携 帯 （ 内 線 4737 ）

総 務 係 員 ： （ 内 線 4652)

（内線：　　／携帯　　　　） （内線：　　／携帯　　　　）

（内線：　　／携帯　　　　）

教 務 係 員 ： （ 内 線 4635)

総務担当係長

教務事務補佐員（内線4636）

(RI施設)技術職員：自宅℡

教務係長

携帯　　　　　　　　　　　　　　　　　（内線４６３５）

   技術職員：（内線4809）　　

携帯　　　　　　　　　　　　　　　（内線４６５１）

 (内線:4105,4620)

薬 学 系 総 務 主 任 ： （ 内 線 4652)

附属病院施設・保全ユニット管理担当係長　

緊急連絡系統図（医学系）  
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緊急連絡網（保健学系）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

 

資料 Z-1-1-6   自衛消防組織編成表（医学系）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

緊急連絡系統図（保健学系）  

自衛消防組織の編成と任務

（生命科学研究部(医学系)本部隊）
 （平成２６年２月１日現在）

※自衛消防隊編成員は、各分野より代理含め３名選出しておくこと

※自衛消防隊編成員は、各班長の指示に従い、自身の分野の教職員とともに速やかに行動すること

※各班は、基礎医学研究棟、医学総合研究棟および医学教育図書棟の教職員にて編成

指揮・通報連絡班

班長【ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ(総務、人事担当)】 ・消防隊本部の設置

細胞病理学教職員（隊長所属分野） ・消防団、各分団、ガス会社、電力会社等との連絡

神経分化学教職員 ・記録の作成

脳回路構造学教職員 ・災害見舞いの対応受付

総研管理室教職員 ・その他、他班に属さないこと

本荘RI教職員

総務、人事担当ｽﾀｯﾌ

初期消火班

班長【ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ(安全衛生担当)】 ・現場へ急行し、消火器・バケツ等を利用した初期消火作業

感染防御学教職員 ・消火用水の運搬

微生物学教職員 ・隣接する延焼物の取り除き又は遮断等一切の消防作業

細胞情報薬理学教職員 ・ガスによる火災誘発の防止

生体機能薬理学教職員 ・電気関係の応急処置

分子酵素化学教職員 （時間的余裕が無い場合は避難を優先すること）

病態生化学教職員

ｴｺﾁﾙﾕﾆｯﾄｾﾝﾀｰ教職員

事務支援ｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ

救出救護班

班長【ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ(研究支援担当)】 ・救出、救助、搬出

知覚生理学教職員 ・負傷者の応急処置その他応急処置

分子生理学教職員

公衆衛生・医療科学教職員

環境保健医学教職員

法医学教職員

腫瘍医学教職員

呼吸器外科学教職員

研究支援担当ｽﾀｯﾌ

避難誘導班

班長【ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ(経理担当)】 ・各建物の１階出入口（非常口含む）にて避難場所への誘導

形態構築学教職員 ・救出・救助及び搬出の介助

生体微細構築学教職員 ・負傷者の応急手当その他応急処置

呼吸器内科学教職員 ・訓練計画作成

生命倫理学教職員

放射線治療医学教職員

経理担当ｽﾀｯﾌ

搬出班

班長【ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ(教務担当)】 ・消火用器具及び燃料、救護用器具類等の資材整備

分子病理学教職員 ・重要物品の搬出及び保管

免疫識別学教職員 ・非常の場合の炊き出し及び供与

分子遺伝学教職員

免疫学教職員

機能病理学教職員

乳腺・内分泌外科学教職員

教務担当ｽﾀｯﾌ

臨床医学教職員教育研究ｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ

副本部隊長

(統括管理者)

本部隊長

医学部長

ユニット長
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自衛消防組織編成表（薬学系）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

 

 

 

自衛消防組織編成表（保健学系）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）  

 管理運営の諸課題を検討する会議体として、生命科学研究部運営会議及び生命科学研究

部教授会で効果的に意思決定が行える機能であると言える。事務組織においては、研究部

を医学系、薬学系及び保健学系に管理運営上分離し、それぞれを支援する事務組織を体系

化、管理運営上の意思決定機関の統一が図られている。また危機管理面においても、コン

プライアンス及び緊急対応等に対し、組織的に対応している。このことから、期待される

水準にあると判断する。  

自衛消防組織編成表

（本荘南地区隊）
 （平成２６年４月１日現在）

地区隊長

保健学教育部長

副隊長

保健学事務
チームリーダー

総務（通報・連絡）班

班長（保健学副教育部長）

・保健学事務チーム職員

・こばと保育園職員

消火班

班長（検査技術科学専攻主任）

・医療技術科学講座（検査系）教員

誘導班

班長（放射線技術科学専攻主任）

・医療技術科学講座（放射系）教員

救護班

班長（看護学専攻主任）

・看護学講座教員
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観点 構成員（教職員及び学生）、その他学外関係者の管理運営に関する意見やニーズが

把握され、適切な形で管理運営に反映されているか。  

（観点に係る状況）  

 教職員、その他学外関係者については、教授会及び事務で把握しており、学生からの意

見・要望等については、医学科、医学教育部において把握している意見要望等において、

生命科学研究部の管理運営に関する意見等があれば、活用していくこととしている。  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）  

 医学科、医学教育部が把握している意見等については、情報共有を図り活用している。  

 そのため、教職員、学生からの意見の収集から反映までの情報を常に活用し、明確な体  

制となっているため、期待される水準にあると判断する。  

   

 

 

観点 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研修

等、管理運営に関わる職員の資質の向上のための取り組みが組織的に行われているか。  

（観点に係る状況）  

 管理運営に関わる教職員の研修は、平成 22 年度 88 名、平成 23 年度 117 名、平成 24

年度 137 名、平成 25 年度 133 名が参加しており、科研費獲得研修、ハラスメント対応

研修等、資質向上への取り組みを積極的に行っている。（資料 Z-1-1-7）（中期計画番号

Ｋ75）  

 

 

資料 Z-1-1-7 （研修状況一覧）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：生命科学研究部事務データを基に作成） 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）  

  参加人数は年々増加しており、取組は組織的に行われている。これらは、職員の資質の

向上につながっていると思われ、期待される水準にあると判断する。  

 

 

 

 

 

 

（研修）

年度 参加人数 備考

平成22年度 88

平成23年度 117

平成24年度 137

平成25年度 133

・九州地区国立大学法人係長研修
・業務遂行能力向上研修
・熊本大学共通ｽｷﾙ育成研修
・ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽﾗｲﾝｹｱ研修会
・九州地区国立大学法人等ﾃｰﾏ別研修
・職群固有ｽｷﾙ研修
・科研費獲得研修
・ハラスメント対応研修　　ほか
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分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに継続

的に改善するための体制が整備され、機能していること。  

観点 活動の総合的な状況について、根拠となる資料・データ等に基づいて、自己点検・

評価が行われているか。  

（観点に係る状況）  

 本研究部では、組織の活動の活性化を目的として、根拠となる資料・データに基づき、活

動の自己点検・評価を行う全学的な「組織評価」を定期的（第 1 回：平成 19 年度、第 2

回：平成 26 年度予定）に実施しており、実施後の自己評価書は、熊本大学のウェブサイ

ト（http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka/hyouka）に掲載し

ている。また、全学的に実施される法人評価及び認証評価のための自己点検評価も定期的

に実施している。  

 同様に教員個人活動評価も実施しており、各教員が教育・研究・社会貢献・管理運営の

各領域における目標を毎年度立て、毎年度終了時に達成状況の自己評価を行っている。3

年毎に部局長が各教員の評価を行い、各教員の資質向上を図り、組織全体の活性化を図っ

ている。（中期計画番号 82）  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）本研究部においては、全学的な自己点検・評価である組織評価を実施してお

り、熊本大学ウェブサイトにおいて公表している。また教員個人活動評価の実施による組

織の活性化が図られ、期待される水準にあると判断する。  

 

観点 活動の状況について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による評価が行われて

いるか。  

（観点に係る状況）  

 本研究部では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施し、法人評価

は国立大学法人評価委員会（毎年度及び第 1 期：平成 21 年度、第 2 期：平成 28 年度予定）

に、認証評価（第 1 回：平成 21 年度、第 2 回平成 27 年度予定）は認証評価機関に定期的

に評価を受けている。  

 また、平成 26 年度に実施する組織評価では、経営協議会で検証を行うこととなってい

る。（中期計画番号 82）  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）本研究部においては、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を

実施し、法人評価は国立大学法人評価委員会に、認証評価は認証評価機関に定期的に評価

を受けている。また平成 26 年度に実施する組織評価では、経営協議会で検証を行うこと

となっており、期待される水準にあると判断する。  

 

観点 評価結果がフィードバックされ、改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  

 全学的に実施する自己点検・評価である組織評価において、第 1 回評価実施後の評価結

果を受け、課題の把握、改善の取組みを行ってきている。組織横断的な事務処理をしてい

た事務分掌の改善、医学事務ﾁ―ム内での定員配置を見直した。（資料 Z-1-1-8）  

また、教員個人活動評価においては、部局長の評価（3 年毎）の際に各教員へ通知し、

フィードバックしている。（中期計画番号 82）  

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）自己点検・評価の結果に基づき、改善に向けた取り組みを行っている。組織

評価においては、複数年にわたるフォローアップを行い、教員個人活動評価においては、

各教員へ評価結果を通知しており、期待される水準にあると判断する。  
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資料 Z-1-1-8  事務分掌  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：大学院生命科学研究部・教育部・医学部・薬学部ウェブサイト ) 

 

 

 

分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任

が果たされていること。（教育情報の公表）  

観点 目的（学士課程であれば学部、学科または課程ごと、大学院であれば研究科または

専攻等ごとを含む。）が適切に公表されるとともに、構成員（教職員及び学生）に周知さ

れているか。  

（観点に係る状況）  

 生命科学研究部の研究と教育については、基本目標として、生命科学研究部 Web サイト

及び生命科学研究部概要に掲載され、構成員及び学外者に広く公開されている。  

 （基本目標）研究と教育  

(1) 医学・薬学及び保健学における創造的な研究活動によって、生命現象の真理を探求  

し、それらの成果を医療の実践、疫病の予知・予防に導入します、未知の医学、医

療、薬学領域に常に挑戦し、医療・医薬科学の進展に貢献します。  

(2)自主性を重視する教育により、医療・医薬科学での研究成果を次世代に伝え、医科  

学研究者、薬科学研究者、生命倫理研究者、並びに指導的医療人を育成します。  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）生命科学研究部の基本目標については、Web サイト及び生命科学研究部概要

に掲載し、広く公開・周知している。  
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観点 入学者受入方針、教育課程の編成・実施方針及び学位授与方針が適切に公表・周知

されているか。  

 

（観点に係る状況）  

 学部及び教育部で対応。  

 

（水準）該当せず。  

（判断理由）該当せず。   

 

 

観点 教育研究活動等についての情報（学校教育法施行規則第 172 条に規定される事項を

含む。）が公表されているか。  

（観点に係る状況）  

 大学院生命科学研究部・教育部・医学部・薬学部ウェブサイトに、教育研究活動状況を

掲載し、広く学内外に公表している。また毎年、熊本大学大学院生命科学研究部概要とし

て冊子体の発行、医学教育部・薬学教育部「分野別研究・教育課題一覧」として冊子体を

発行しており、学生及び教職員等へ配布している。（資料 Z-1-1-9・Z-1-1-10）（中期計画

番号Ｋ84）  

 

 

 

 資料 Z-1-1-9  生命科学研究部ウェブサイト（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：大学院生命科学研究部・教育部・医学部・薬学部ウェブサイト ) 
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   資料 Z-1-1-10 分野別研究・教育課題一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医学教育部・薬学教育部分野別研究・教育課題一覧）  

 

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）教育研究活動等についての情報は、ウェブサイトや冊子体として、幅広く公

表しており、これらのことから、期待される水準にあると判断する。  
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分析項目Ⅵ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用

されていること。（施設・設備）  

 

観点 教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されている

か。また、施設・設備における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面について、それぞ

れ配慮がなされているか。  

（観点に係る状況）  

本荘（医学部）地区では、北地区（医学部医学科及び附属病院）が 82,463 ㎡、中地区

（主に研究センター）25,088 ㎡、南地区（医学部保健学科）25,761 ㎡の校地面積を有し

ている。南地区に体育館 1,446 ㎡、テニスコート 1 面があり、これらは医学部医学科と保

健学科で共有している。体育館は多くのクラブ活動で利用されており、そのため特に放課

後のクラブ活動での使用ではスペース的にも十分とは言えない。医学部医学科が使用して

いる講義室及び実習室は、北地区にあり、主に学部学生が使用しているが、一部大学院学

生も共有している。医学部保健学科が使用している講義室及び実習室は、南地区にあり、

学部学生と大学院学生が使用している。医学部医学科及び保健学科の講義室・実習室等の

利用率は平成 22 年度 34～63%,平成 23 年度 31～65%,平成 24 年度 30～62%、平成 25 年

度 33～58%である。平成 20 年に医学教育図書棟 6,241 ㎡が北地区に建設され、講義室と

実習室の利便性の向上が図られた。生命科学研究部（医学系）教員の研究室は北地区にあ

り、臨床研究棟で 1,482 ㎡と 7,934 ㎡、基礎研究棟で 11,139 ㎡の広さを持ち、利用率は

100%に近い。臨床研究棟は、耐震基準を満たしておらず、平成 28 年度（予定）北地区に

建設予定である。総合研究棟は 9,830 ㎡であり、総合研究スペース、RI 施設、法医解剖、

病理解剖、解剖実習室等があり、教員及び学生に広く利用されている。また、山崎記念館

730 ㎡も北地区にあり講演等に使用される。保健学系教員の研究室は南地区にあり、A･B･

C･E 棟 10,251 ㎡の広さを持ち、利用率は 100%に近い。バリアフリーの対策は、研究棟、

講義棟、病院でなされている。  

 大江（薬学部）地区では、北地区 34,115 ㎡、南地区 17,149 ㎡の校地面積がある。北地

区に体育館 1,072m2 と薬草園、南地区に運動場、テニスコート、薬草園、薬木園を有して

いる。運動場や体育館は学生の放課後の活動に利用され、それぞれクラブ活動、職員の福

利厚生施設として利用されている。講義棟 500m2、大学院実験研究棟 1,033 ㎡を有し有効

に利用されている。薬学部における講義室・演習室等の利用率は、平成 22 年度 36％、平

成 23 年度 35％、平成 24 年度 31％、平成 25 年度 35％である。薬学系教員の研究室とし

て主に薬学部本館（1,960 ㎡ , 1420 ㎡ , 985 ㎡）、実験研究棟（1,033 ㎡ , 594 ㎡）が使用さ

れ、また総合研究棟 2,821 ㎡、動物舎（207 ㎡と 294 ㎡）、RI 施設 274 ㎡、生命資源研究・

支援センターとして機器分析施設 1,500 ㎡がある。バリアフリー対策は、講義室、本館、

体育館でなされているが、まだ十分ではなく、利用頻度の高い場所から積極的なバリアフ

リー化を進めている。福利厚生施設として蕃滋館 681m2、宮本記念館 835 ㎡それに薬学部

資料館 160 ㎡がある。  

 北地区、南地区、大江地区ともに火災等の異常にともない警備会社へ通報され、また敷

地内における警備員の巡回も行っており、安全面、防犯面において配慮がなされている。   

（資料 Z-1-1-11 ～ Z-1-1-14）（中期計画番号Ｋ91・Ｋ92）  
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資料 Z-1-1-11 （熊本大学ウェブサイト「キャンパス情報」）        （九品寺地区）  

 

 

（本荘北地区）                

    

                   （大江地区）  

                                  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 熊本大学ウェブサイト）  
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資料 Z-1-1-12 講義室等利用状況   

（出典 全学保有データから抜粋）  

資料 Z-1-1-13 火災報知設備等信号系統図  
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（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

 

 

資料 Z-1-1-14 警備巡回路  
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（出典 生命科学系事務保有データから抜粋）  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）本荘・九品寺・大江地区においては、教育研究を行うために十分な施設が整  

っている。耐震基準を唯一満たしていない臨床研究棟も建築予定である。バリアフリー  

の対策も大江地区は完全ではないが、順次進めている段階である。このことから概ね整  

備され、期待される水準にあると判断する。  

 

 

 

 

観点 教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境が整備され、有効に活用されている

か。  

（観点に係る状況）  

本研究部においては、全学的な教育・研究用のコンピューターネットワークが各研究棟

等に構築されている。また、本荘・大江地区にも全学無線 LAN 基地局が設置され、運営

は総合情報基盤センターを核として全学的に行われている。医学部医学科学生のための情

報ネットワーク室は本荘北地区の総合研究棟内に整備され、CBT などの実施が行われてい

る。また、医学系、薬学系共に図書室にインターネットへのアクセスが可能な設備が整え

られている。ネットワークの利用の手引きは、全学的に共有され、共通の手引き書が発行

されている。（資料 Z-1-1-15・Z-1-1-16）（中期計画番号Ｋ84） 
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資料 Z-1-1-15  全学無線 LAN 基地局の設置場所（本荘・九品寺地区）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(出典 熊本大学ウェブサイト ) 
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資料 Z-1-1-16 （PC 実習室一覧）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 熊本大学ウェブサイト ) 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）大学ウェブサイトには学事計画、教員の専門分野等が記載されており、学生

と教員間の情報交換の場ともなっている。学内情報ネットワークは概ね整備され有効に活

用されていると判断する。  

 

 

観点 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他の教育研究上必要な資料

が系統的に収集、整理されており、有効に活用されているか。  

（観点に係る状況）  

附属図書館医学系分館は、延床面積 2,440 ㎡、閲覧座席数 218、和書 71,597 冊及び洋書  

109,834 冊の蔵書である。視聴覚資料は 124 点、PC 38 台を備え、年間開館日数は 346 日

と土・日・休日も開館しており、学内貸出冊数は 7,522 冊である。医学系分館は２名の専

任職員及び２名の臨時職員（２名が司書資格を有する）で運営されている。  

 薬学系分館は、延床面積 654 ㎡、閲覧座席数 58、和書 15,882 冊及び洋書 23,333 冊の  

蔵書を有する。視聴覚資料として 30 点、PC18 台を備える。年間平日に 240 日開館し、学  

内貸出は 644 冊である。２名の外部委託社員で運営されている。  

  電子ジャーナルは全学的に契約されており、その契約数は 8,612 である。  

（資料 Z-1-1-17 ・ Z1-1-18）（中期計画番号Ｋ27）  

 

 

資料 Z-1-1-17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司書資格者数 司書資格者数 司書資格者数

医学系分館 2440 ２１８ 2 2 ２ 0 ０ 0

薬学部分館 654 58 0 0 0 0 2 0

外部委託

施設（附属図書館）調査票

（出典：生命科学系事務保有データを基に作成）

図書館名 延床面積（㎡） 閲覧座席数
専任職員数 臨時職員数
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資料 Z-1-1-18（図書館利用案内）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 熊本大学ウェブサイト）  

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）医学系分館、薬学系分館では、研究教育上必要な資料を備えており、系統的

に整備されていると判断する。書庫、図書スペースなどの整備も備わり、有効に活用さ

れていると判断する。  

 これらのことにより、期待される水準にあると判断される。  

 

観点 自主学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。  

（観点に係る状況）  

 本研究部においては、本荘・大江地区に全学無線 LAN 基地局設置にともなう利用環  

境の整備、資料 Z-1-1-12 に示す講義室・演習室の開放、資料 Z-1-1-18 に示す図書館の  

利用において、自主学習環境を整備している。（中期計画番号Ｋ27）  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）無線 LAN 利用環境整備に伴い、講義室・演習室の時間外開放、図書館の利   

用における自主環境整備が整備され有効に活用されていると判断し、期待される水準  

にあると判断する。  
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４． 質の向上度の分析及び判定  

（１） 分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること。  

（判定結果）改善・向上している。  

（判断理由）効果的に意思決定を行える会議体、また事務組織において、医学系、 

薬学系及び保健学系とに管理運営上分離し、研究・教育を中心とした運営体制に  

一本化することで、それぞれを支援する事務組織を体系化、管理運営上の意思決  

定機関の統一を図った。また事務職員はスキルや能力向上のため研修に積極的に  

参加している。以上の観点から第一期中期目標期間にはない事務改編の取組みを  

行った点において、改善・向上していると判断する。  

 

 

 

（２） 分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているととも

に、継続的に改善するための体制が整備され、機能していること。  

（判定結果）質を維持している。  

（判断理由）研究部の自己点検・評価は全学的な組織評価において実施されている。  

研究部は、自己点検・評価は行っていないが、生命科学研究部、生命科学研究部  

教授会において、改善するための体制は整備されているため、質を維持している  

と判断する。  

 

 

 

 

 

 

 

（３） 分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説

明責任が果たされていること。（教育情報の公表）  

（判定結果）質を維持している。  

（判断理由）ウェブサイト上での学内外への公表、概要や分野別研究・教育課題一  

覧等の冊子体において、適切に公表され、説明責任が果たされていると判断する。  

以上の観点から、質を維持していると判断する。  

 

 

 

 

 

 

（４） 分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効

に活用されていること。（施設・設備）  

（判定結果）改善・向上している。  

（判断理由）本荘・大江地区における無線 LAN 基地局の設置にともなう利用環境  

の整備、教育研究活動における ICT 環境の整備、図書講義棟の整備に伴い有効活

用が図られており、効果的な教育研究環境整備を推進している。  

以上の観点から、改善・向上していると判断する。  
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